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研究成果の概要（和文）：デュアルエネルギーサブトラクションマンモグラフィの画像解析の開発および臨床応用に向
けての基礎研究を行うことを目的とし、有効性・安全性および画質について検討した。デュアルエネルギーサブトラク
ションマンモグラフィシステムは乳房厚の適正範囲が存在することが示され、乳腺含有率の違いによる画質の変化は認
めなかった。Dense Breastに有用であるが、病変濃度と背景乳腺濃度の差が小さい場合においての更なる検証が必要で
あることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：A dual-energy technique which employs the basis decomposition method involving a c
ombination of high-energy (HE) and low-energy (LE) images, has been investigated for application to digita
l mammography. While, breast density has been shown to be a strong indicator of breast cancer risk. A quan
titative method to measure breast density with dual energy mammography was investigated using physical pha
ntoms. The results of the current study suggest that dual-energy mammography systems may be implemented fo
r dense breast stably and useful using above a certain level of mass concentration. The total dose was kep
t within the acceptable levels of conventional mammography. The quantitative results are also verified by 
means of a visual inspection of the synthetic images.

研究分野：

科研費の分科・細目：

放射線医学

キーワード： 乳癌　マンモグラフィ　デュアルエネルギー

内科系臨床医学



１．研究開始当初の背景

(1) 乳

乳癌による死亡はわが国では増加の一途をた

どり、

本人女性の

と推計されており、

ピークを迎え、死亡率についても同様の推移

を示しているのが特徴である。乳

見・治療においてマンモグラフィが果たす役

割は大きい。これはマンモグラフィが低侵襲

かつ簡便でありながら情報量が多く、スクリ

ーニング検査として最も適しているためであ

る。そのため、正確な診断において優れたマ

ンモグラフィ画質と読影診断医の十分な知

識・経験は欠かせない。我が国のマンモグラ

フィはフィルムスクリーンシステムからデジ

タル化へと急速に進んできた。さらに近年、

フラットパネルディテクタ（

デジタルマンモグラフィの導入により、検査

時間の短縮化、高画質および多彩な画像処理

により診断能が向上した。デジタル化に伴っ

て、コンピュータ支援診断（

diagnosis: CAD

ス、などを用いた診断技術の開発も進められ

ている。

(2) デュアルエネルギーサブトラクション法

とは２つの異なるエネルギースペクトルを有

するＸ線で撮影を行い、得られた画像を加算

減算することで、減弱係数の異なる物質（乳

腺組織および脂肪組織）をそれぞれ画像化す

るものである。今

きた日本人に多い

易に検出可能になるであろうと思われる新し

い画像診断技術である。デュアルエネルギー

サブトラクション法のアルゴリズムを示す。

これはＸ線が乳癌腫瘤と周囲乳腺組織を透過
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CESMシステムの基本的動作特性と画質に影響

する因子についてファントム実験を行い、適

応条件の検証を行った。
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